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2ページより 

 

21ページ 

 

20ページ 

 

 

   メインメニュー 
 

 

画面１はソフトが起動したとき最初に現れる画面で、「メインメニュー」と言います｡それぞれのボタンの

内容は、該当するページをご覧下さい｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

お問い合わせはこちらまでお願いいたします｡ 

 

 

       〒162-0845 
        東京都新宿区市谷本村町３－22 ナカバビル２Ｆ 

         株式会社 鹿谷
しかたに

総合研究所 担当：大森 

       TEL 03－6280－7166 
         FAX 03－6280－7187 

（電話受付時間 9:00～17:00 土・日･祝は休み） 

           当社ホームページ：http://www.stgate.co.jp 
           メールアドレス  ：shikatani＠stgate.co.jp 

 

 

 

画面 1 
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登録済みの別のお客様のデータをコピー

して、当該お客様の初期値データとして使

用することもできます。 

これにより入力作業効率が格段にアップ

するハズです。 

「お客様名」を既に登録している

場合には､この「お客様一覧」から

該当するお客様を選択します｡ 

 

画面 6（3ページ）へ 

 
画面 38（14 ページ）へ 

 
画面 55（19 ページ）へ 

 

  

   データ入力（修正・削除を含む） 
 

画面１（1ページ）で「データ入力」をクリックしますと、画面 2 が表示されます。この画面は登録済み

のデータを一覧表示したものです。 

既存のデータを修正する場合には、左側のお客様と、そのお客様に関するデータ名を選んだ後、右側の

｢選択｣ボタンをクリックして下さい。 
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画面 2 

画面 5 

画面 3 

画面 4 
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画面 21（９ページ）へ 

 

6ページへ 

 
7ページへ 

 
8ページへ 

 
8ページへ 

 

4ページへ 

 
4ページへ 

 
5ページへ 

 
6ページへ 

 

 

 

比較シミュレーション 

 

 

   インプット表一覧（比較シミュレーション） 
 

画面３（2 ページ）で「比較シミュレーション」を選択して「インプット表へ」のボタンをクリックしま

すと、画面６が表示されます。 

この画面６は「比較シミュレーション」に必要なインプット表を一覧表示したものです。それぞれのイン

プット表の内容については該当するページをご覧下さい。 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面 6 
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①敷地条件 

 

画面７は計画予定地の敷地条件を入力するためのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②プラン内容 

 

画面８は土地活用のプラン内容を文章でを入力するためのものです。 

お客様にとって分かりやすい表現を考えて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地の固定資産税とか相続税の計

算の基となる金額です。 

「路線価図」の正面路線価（一番

高い路線価）を入力して下さい。 

このシステムでは土地の固定資産税につき固定資産税評価額その

ものから直接計算するのか、あるいは路線価を基にして類推して

計算するのかを選択できます。 

また土地の固定資産税については既に毎年支払っていることから

計算上無視するということもできます。 

画面 7 

画面 8 
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③事業計画 

 

画面９は具体的な事業計画を入力するためのものです。計画の初期段階ではこの程度の 

データしか分からないと思いますし、意思決定するには十分だろうと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに「レ」をつけま

すと金額を直接入力で

きるようになります。 

坪単価をかける面積のことです。賃貸マンションの場合は施工床面積、アパートの

場合は延床面積を採用するケースが多いようです。一般的に施工床面積のほうが延

床面積よりも広いですから、トータルの工事費が同じであれば施工床面積で計算し

たほうが単価が安くなります。 

画面 9 

画面 10 
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④賃貸条件 

 

画面 11 は賃貸条件を入力するためのものです。この「土地活用プランナー」は計画の 

初期段階で使用するものなので家賃等は平均を入力するようになっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤諸経費 

 

画面 13 は支払利息、減価償却費以外の諸経費を入力するためのものです。 

それほど難しい項目はないと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「レ」を取りますと㎡単価の欄が入

力できるようになります。1 戸当た

りの専有面積とか戸数が分からない

場合には戸数を 1戸として㎡単価だ

けで家賃合計を計算するといったこ

とが可能です。 

画面 11 

画面 12 

画面 13 
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⑥減価償却 

 

画面 14 は減価償却費を計算するのに必要なデータを入力するためのものです。 

なお、建物本体の割合は 70～75％程度が多いようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物本体の耐用年数は「③事業計画」で入

力した建物の種類と構造から自動的に計算

されます。また附属設備は通常 15年で計算

します（いろいろな設備の耐用年数を平均

すると 15年くらいになるということで

す）。 

画面 14 

画面 15 

画面 16 
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⑦相続税関連 

 

画面 17 はアパートとか賃貸マンションを建てることによって相続税がどれだけ安くなるかを 

計算するためのものです。適宜入力して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧提案書の表題等 

 

画面 20 は主として提案書の表紙に記載する文言を入力するためのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

0000 

ここに「レ」を付けますと

対策前の該当欄が入力で

きるようになります。 

アパート等を建て替える

場合に使用します。 

ここに「レ」を付けますと

対策後のＡ案、Ｂ案、Ｃ案

の該当欄も入力できるよう

になります。通常はあまり

ないと思いますが、計画予

定地以外の財産が変わる場

合にご利用下さい。 

投資分析の項目として「表面利回り」、「実質利回り」、

「純利回り」の計算があるのですが、これらの利回り

計算時に使用する分母のことです。いずれかを選択し

て下さい。 

当然ながら工事費等を選択したほうが利回りは高く

なりますが、実質的に判断したい場合は事業予算総

計を採用します。 

画面 17 

画面 18 画面 19 

画面 20 
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画面 23（10 ページ）へ 

2とか 3の方法を選択しますと、

新しいデータ名を入力する欄が

表示されます。 

 

 

   データの保存方法（比較シミュレーション） 
 

画面６（３ページ）で｢計算開始｣ボタンをクリックしますと､画面 21 が表示されます｡このシステムでは

入力したデータをいったん保存した上で計算するようになっているわけです。 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0000 

00 当システムでは、修正したデータ

を３つの方法から選択して登録で

きるようになっております。 

画面 21 

画面 22 

00 
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画面 27 

（11ページ）ヘ 

 

画面 34（13 ページ）ヘ 

 

このシステムではこれらの

帳票に所見を記載しておく

ことができます。 

 

 

   計算結果（比較シミュレーション） 
 

画面 21（９ページ）で｢登録｣ボタンをクリックして、しばらくしますと､画面 23 と画面 24 が表示されます｡ 

これらの計算結果が不満足な場合はインプット表に戻り、データを修正します。 

                               

                               

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

                         

  

 

 

 

 

 

 

画面 24 

画面 23 

画面 25 

画面 26 
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画面 34（13 ページ）へ 

 

プレビューした帳票のみを

その都度印刷することもで

きます。 

 

 

   プレビュー（比較シミュレーション） 
 

-画面 23（10ページ）で｢プレビュー｣ボタンをクリックしますと､画面 27 が表示されます｡ 

プレビューしたい書類を指定して下さい。 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表紙 

      

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

                                経営計画書 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面 27 

画面 28 

画面 29 

画面 30 

0000 
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プラン別収支予想および投資分析    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラン別資金収支推移表 

 

    

                           借入金の完済時点予測グラフ 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      相続税の節税効果 

        

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面 31 

画面 32 

画面 32-1 

画面 33 
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このシステムではＡ３を標準に作成しておりますので、そのまま印刷しますとＡ３の大きさで印刷されます。 

もし、Ａ４とかＢ４に縮小したい場合にはプリンターの印刷設定で原稿サイズＡ３、出力用紙サイズＡ４と 

して下さい（以下の画面は Windows10）。 
 

 

   印刷（比較シミュレーション） 
 

画面 23（10 ページ）で｢印刷｣ボタンをクリックしますと､画面 34 が表示されます｡ 

この画面は帳票の印刷方法を指定するためのものです。 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜縮小印刷の方法＞ 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面 34 

画面 70 
画面 71 

画面 72 
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16ページへ 

 

画面 49（17 ページ）へ 

 

16ページへ 

 
16ページへ 

 

画面 41（15 ページ）へ 

 

 

財産評価・収益性分析 

 

   インプット表一覧（財産評価・収益性分析） 
 

画面３（２ページ）で「財産評価･収益性分析」を選択して｢インプット表へ｣ボタンをクリックしますと、 

画面 38 が表示されます。 

この画面 38 は「財産評価･収益性分析」に必要なインプット表を一覧表示したものです。それぞれのイン 

プット表の内容については該当するページをご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①物件データ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号の若い順に並べ替えられます。 

画面 38 

画面 39 

画面 40 
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画面 39（14 ページ）で「新規追加」または「修正」ボタンをクリックしますと画面 41 が表示されます。 

この画面は実際に物件データを入力するためのものです。 

相続税だけを計算する場合とか収益性を分析するだけの場合は不要な箇所は入力できなくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0000 

この画面は当該不動産を売却した場合

の手取収入を計算するためのものです。 

売却するとしたら、いくらの手取りに

なるかを計算しておくためのものであ

り、実際に売却するか否かは家計診断

の結果次第ということになります。 

判断のための基礎資料を作ることがメ

インテーマなのです。 

この画面は当該不動産の収益性を分析する 

ためのものです。 

収益性が低い物件の場合は何らかの方法で 

収益性をアップしなければなりませんし、 

場合によっては売却するケースもあります。 

農地の場合にはここに納税猶予を受ける場合

の農地評価額の計算過程が表示されます。 

画面 41 

画面 42 

画面 43 

画面 44 

画面 45 
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②その他の資金・負債データ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③相続人等データ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

④提案書の宛名等 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画面は不動産（その不動産を

取得したときの借入金を含む）以

外の様々な資産･負債を入力する

ためのものです。 

よく分からなければザックリでい

いと思います。 

相続税は相続人の数とか構成に

よってかなり異なります。した

がって正確に入力して下さい。 

この画面は計算書の上部に表示される

お客様名等を入力するためのものです。 

適宜入力して下さい。 

画面 46 

画面 47 

画面 48 

0000 
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画面 52（18 ページ）へ 

 

 

   計算結果（財産評価・収益性分析） 
 

画面 38（14 ページ）で「計算開始」ボタンをクリックしますと、画面 49 が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面 50 

 

画面 49 

 

画面 51 
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   プレビュー（財産評価・収益性分析） 
 

画面 49（17 ページ）で「プレビュー」をクリックしますと、画面 52 が表示されます。 

 

 

 

 

 

                    物件別収益性分析 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   相続税額の試算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この帳票だけであれ 

ば、ここから印刷す 

ることもできます。 

画面 52 

画面 53 

画面 54 
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コンサルティング 

 

画面 3（2ページ）で「コンサルティング」を選択して｢インプット表へ｣ボタンをクリックしますと、 

画面 55 が表示されます。 

この画面は様々なコンサルティングメニューを一覧表示したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画面は「建築コンサルティング」

のうち「土地所有者が賃貸物件を建設

するケース」のインプット表一覧です。 

他のメニューの場合も基本的には同じ

仕組みですから、以降の説明は省略さ

せていただきます。 

画面 55 

画面 56 

画面 57 

画面 58 
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○貴社（事務所）名 

 

○マスター一覧 

 

○所得税等の税率表 

提案書の表紙に、担当者名とか担当部署名も

表示したい場合は画面 20（８ページ）とか 

画面 48（16 ページ）で入力します。 

 

○建物の構造 

 

 

   マスター 
 

 

画面１（1ページ）で｢マスター｣ボタンをクリックしますと､画面 59 が表示されます｡ 

この画面はマスターとして登録するものを一覧表示したものです。 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面 60 

 

画面 59 

画面 61 

画面 62 

画面 63 
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「データ保存」とはハードディスクに

登録されているデータを別のハード

ディスクとかＣＤ－ＲＷ、ＵＳＢメモ

リ等に保存することです。 

「データ読込み」とは別のハードディ

スクとかＣＤ－ＲＷ、ＵＳＢメモリ等

に保存されているデータをハードディ

スクの所定場所にコピーすることで

す。 

 

   ユーティリティ 
 
 

画面１（1ページ）で｢ユーティリティ｣ボタンをクリックしますと､画面 64 が表示されます｡ 

それぞれの｢ＨＥＬＰ｣を参照して、適宜実行して下さい。通常はあまり使用しません。 

 

  

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

画面 64 

画面 65 

画面 66 

画面 67 


